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市
街
化
調
整
区
域
の
土
地
利
用

災
害
時
の
た
め
に
日
ご
ろ
か
ら
対
策
を

鬼 頭 勝 治 議員

質
　
問

　

県
は
、
開
発
・
建
築
行
為
が
厳

し
く
制
限
さ
れ
た
市
街
化
調
整
区

域
で
宅
地
開
発
の
規
制
を
緩
和
す

る
条
例
案
を
6
月
定
例
議
会
に
出

す
。
こ
れ
は
、
市
街
化
調
整
区
域

の
未
利
用
地
の
有
効
活
用
を
図
る

ね
ら
い
。
こ
の
規
制
緩
和
が
愛
西

市
の
市
街
化
調
整
区
域
の
起
爆
剤

と
な
る
。
規
制
緩
和
に
よ
り
根
本

的
に
何
が
変
わ
る
の
か
。

質
　
問

　

災
害
の
軽
減
を
図
る
た
め
の
対

策
も
当
然
必
要
だ
が
、
災
害
発
生

時
へ
の
備
え
、
災
害
に
強
い
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
の
形
成
と
広
域
連

携
の
強
化
が
、
復
旧
・
復
興
へ
の

最
も
重
要
な
課
題
と
考
え
る
。

　

地
域
の
自
助
・
共
助
、
避
難
所

の
拠
点
と
な
る
愛
西
市
防
災
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
整
備
計
画

の
趣
旨
・
目
的
、
計
画
地
、
規
模

や
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
は
。

企
画
部
長

　

災
害
に
強
い
ま
ち
づ
く
り
の
推

進
施
策
の
一
つ
の
手
段
と
し
て
、

避
難
所
の
整
備
及
び
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
ー
活
動
の
拠
点
と
な
り
得
る

施
設
を
整
備
す
る
。

　

計
画
地
は
、
西
保
地
区
、
開
治

小
学
校
区
、
佐
屋
地
区
の
北
部
の

3
地
区
。

　

整
備
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
は
、
23
年

度
か
ら
27
年
度
。
本
年
度
は
、
西

保
地
区
防
災
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン

タ
ー
に
着
手
す
る
。

　

規
模
は
、
現
施
設
を
参
考
に
す

る
と
延
べ
床
面
積
で
概
ね
600
㎡
。

　

愛
西
市
の
防
災
計
画
が
見
直

さ
れ
る
中
で
整
合
性
を
図
っ
て

い
く
。

質
　
問

　

財
政
的
に
厳
し
い
当
市
と
し

て
、
単
に
箱
物
施
策
と
な
ら
な
い

よ
う
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
組
織

の
形
成
が
必
要
で
あ
る
。

　

施
設
運
営
の
考
え
方
は
。

企
画
部
長

　

防
災
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

の
建
設
を
き
っ
か
け
に
、
地
域

組
織
を
立
ち
上
げ
て
い
た
だ
き

た
い
。

　

佐
織
地
区
は
、
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
ー
推
進
協
議
会
に
維
持
管
理

を
お
願
い
し
て
い
る
。
地
域
の
方

に
利
用
し
や
す
い
形
を
と
考
え
て

い
る
。

経
済
建
設
部
長

　

今
回
の
規
制
緩
和
は
、
土
地
利

用
が
可
能
と
認
め
ら
れ
た
土
地

に
、
用
途
は
住
宅
等
に
限
る
が
、

だ
れ
で
も
建
築
が
可
能
と
な
る
。

地
域
の
活
力
、
発
展
へ
の
足
が
か

り
に
な
る
も
の
と
考
え
て
い
る
。

質
　
問

　

今
回
の
規
制
緩
和
で
土
地
利
用

が
可
能
と
な
る
条
件
は
。

経
済
建
設
部
長

　

50
m
以
内
の
範
囲
内
で
50
戸
以

上
の
建
築
物
が
連
た
ん
し
て
い

て
、
市
街
化
率
が
40
％
を
超
え
る

区
域
、
幅
員
6
m
以
上
の
道
路
が

適
当
に
配
置
さ
れ
、
区
域
外
の
幅

員
6.5
m
以
上
の
道
路
に
接
続
し
て

い
る
区
域
、
下
水
道
整
備
区
域
及

び
認
可
区
域
が
県
の
案
だ
。

質
　
問

　

立
田
、
八
開
地
区
を
例
に
説
明

を
。経

済
建
設
部
長

　

地
区
内
で
対
象
区
域
を
ど
う
決

め
る
か
は
、
今
後
の
検
討
課
題
と

な
る
。
ま
だ
流
動
的
な
状
況
だ
。


